
122023.４ 第68号 

の し ろ 市 議 会 だ よ り 
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視
察
日
　
１
月
24
日
〜
26
日 

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
　
黒
ま
め
サ
ポ
ー
タ
ー

職
員
制
度
、若
者
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
会
議 

大
阪
府
四
條
畷
市 

け
い
は
ん
な
学
研
区
域

（
田
原
地
区
）に
お
け
る
地
域
主
体
の
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り 

 

黒
ま
め
サ
ポ
ー
タ
ー
職
員
制
度 

　
丹
波
篠
山
市
で
は
特
産
品
で
あ
る
黒
枝
豆

の
収
穫
期
の
労
働
力
不
足
改
善
、
職
員
の
地

域
貢
献
活
動
、
人
材
育
成
等
を
目
的
に
職
員

に
農
業
分
野
に
特
化
し
た
副
業
を
認
め
て
い

る
。
現
在
、
制
度
利
用
職
員
は
10
名
。
内
訳
は

20
代
男
性
職
員
９
名
、
30
代
女
性
職
員
が
１

名
。
当
該
制
度
が
労
働
力
不
足
を
補
う
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
農
業
分
野
に
お
い
て

若
手
職
員
が
知
見
を
広
げ
る
こ
と
に
寄
与
し

て
い
る
制
度
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

 

若
者
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
会
議 

　
丹
波
篠
山
市
で
は
総
合
計
画
の
策
定
段
階

に
お
い
て
、
策
定
に
関
わ
る
委
員
に
若
者
が

お
ら
ず
、
ま
た
策
定
委
員
か
ら
も
若
者
が
施

策
を
提
案
で
き
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、若
者
が
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
や
思
い
を
話
し
合
う
会
議

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。参
加
者
は
、

高
校
生
５
人
、大
学
生
８
人
、社
会
人
２
人
の

計
15
人
。参
加
資
格
は
、市
内
に
在
住
、在
学
、

在
勤
の
16
歳
か
ら
25
歳
前
後
の
若
者
ま
た
は

市
外
在
住
の
場
合
は
出
身
者
ま
た
は
市
内
で

活
動
し
て
い
る
人
と
し
て
い
た
。テ
ー
マ
は
、

①
篠
山
口
駅
周
辺
、②
城
下
町
周
辺
、③
中
山

間
・
小
規
模
集
落
か
ら
選
択
し
、テ
ー
マ
ご
と

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
問

題
点
等
を
洗
い
出
し
、話
合
い
が
行
わ
れ
た
。

最
終
回
と
し
て
市
長
提
案
会
が
開
催
さ
れ
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
議
長
に
向
け
て
発

表
が
行
わ
れ
た
。
各
テ
ー
マ
で
発
表
さ
れ
た

も
の
は
実
施
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
、駅
周
辺
に
関
す
る
提
言
で
は
、実
際

に
実
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。 

 

け
い
は
ん
な
学
研
区
域（
田
原
地
区
）に

お
け
る
地
域
主
体
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り 

　
け
い
は
ん
な
学

研
都
市
（
正
式
名

称
‥
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
）と
は
、

京
都
、大
阪
、奈
良

の
３
府
県
に
ま
た

が
る
京
阪
奈
の
緑

豊
か
な
丘
陵
に
お

い
て
、
関
西
文
化

学
術
研
究
都
市
建

設
促
進
法
に
基
づ

き
、建
設
・
整
備
を

進
め
て
い
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。四
條
畷
市
で
は
、市
東
部
の
田
原
地
域

に
お
い
て
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

産
学
官
連
携
を
通
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
買
い
物
支
援
実
証
実
験
、自
動
運
転
・

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援
サ
ポ
ー
ト

に
お
け
る
実
証
実
験
な
ど
様
々
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
等

に
お
い
て
今
後
参
考
に
な
る
取
組
で
あ
る
と

感
じ
た
。 

（
鍋
谷
　
暁
） 

議長の交際費を公開します《１月～３月分》 

・能代商工会議所２０２３年新春のつどい 10,000円 

・一般社団法人能代青年会議所・シニアクラブ２０２３年度合同新年祝賀会 7,000円 

・能代商工会議所青年部・青年部OB会合同新年会 6,000円 

・向能代地区合同新年会 5,000円 

・ＮＰＯ法人能代市スポーツ協会「新春の集い」・「功労賞授与式」 5,000円 

・能代山本北都会講演会・懇親会 5,000円 

・秋田洋上風力発電株式会社竣工式典竣工記念レセプション 5,000円 

・能代商工会議所通常議員総会懇親会 8,000円 

※詳しくは本庁舎１階の行政情報コーナーで閲覧できます。 
※議長交際費は「能代市長の交際費に関する規定」に準じて支出しております。 

議
長
の
主
な
動
き 

・
能
代
市
消
防
出
初
式
　 

・
洋
上
風
力
期
成
同
盟
会
　
港
湾
振
興
会
　
講
演
会 

・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
に
係
る
勉
強
会 

・
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会 

・
能
代
市
栄
光
賞
授
与
式 

・
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

・
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会 

・
能
代
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
設
立

に
向
け
た
調
査
・
研
究
成
果
報
告
会 

・
市
制
施
行
記
念
能
代
市
表
彰
式 

・
能
代
市
第
四
保
育
所
閉
所
式 

 

（
代
理
含
む
） 

１
月
〜
３
月 
政
治
倫
理
の
確
立
に
つ
い
て 

意
見
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
と
同
様
、

改
選
前
委
員
会
の
配
付
資
料
の
確
認
か
ら
始

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

協
議
結
果
　
委
員
間
で
の
共
通
認
識
を
持

つ
た
め
、
次
回
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
等

を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

　
３
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
前

回
の
協
議
結
果
に
基
づ
き
検
討
を
行
っ
た
。 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
つ
い
て 

意
見
　
導
入
に
当
た
り
、
諸
課
題
に
つ
い

て
、
改
選
前
委
員
会
が
選
定
し
た
使
用
範
囲

等
の
５
項
目
の
協
議
を
、
共
通
認
識
と
す
る

か
確
認
し
て
か
ら
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
協

議
し
て
は
ど
う
か
。 

意
見
　
同
選
定
５
項
目
の
ほ
か
、
費
用
に

つ
い
て
も
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

意
見
　
改
選
前
委
員
会
で
は
費
用
は
機
種

や
使
用
範
囲
等
に
よ
り
異
な
っ
て
く
る
た
め
、

先
に
そ
れ
ら
を
決
め
て
か
ら
協
議
す
る
と
し

た
経
緯
が
あ
り
、
本
委
員
会
で
も
同
様
と
し

て
は
ど
う
か
。 

協
議
結
果
　
改
選
前
委
員
会
で
選
定
し
た

５
項
目
に
つ
い
て
各
会
派
で
検
討
し
、
次
回

意
見
を
持
ち
寄
る
こ
と
と
し
た
。 

 

政
治
倫
理
の
確
立
に
つ
い
て
、 

意
見
　
平
成
25
年
改
正
前
条
例
第
11
条
の

再
考
に
つ
い
て
、
参
考
と
な
る
最
高
裁
判
決

内
容
や
自
治
法
の
改
正
内
容
を
確
認
し
た
い
。 

協
議
結
果
　
事
務
局
で
最
高
裁
判
決
文
の

公
表
状
況
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
通
知
等
を
確
認
の
上
、
次
回
関
係
資
料

を
配
付
し
、
次
々
回
に
、
各
会
派
の
意
見
を

持
ち
寄
る
こ
と
と
し
た
。 

（
阿
部
　
誠
） 


